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北
岡
伸
一
J
I
C
A
理
事
長
は
、
２
月
５

日
か
ら
13
日
に
か
け
て
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
と
ブ

ラ
ジ
ル
を
訪
問
し
、
両
国
の
要
人
と
開
発
戦

略
や
協
力
方
針
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
う

と
と
も
に
、
日
系
社
会
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
協
力

現
場
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

最
初
の
訪
問
地
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
は
、
２

０
１
５
年
12
月
に
発
足
し
た
現
マ
ク
リ
政
権

の
開
放
的
な
経
済
政
策
に
よ
り
、
日
本
や
欧

米
諸
国
の
企
業
進
出
、
投
資
促
進
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。
ガ
ブ
リ
エ
ラ
・
ミ
ケ
テ
ィ
副

大
統
領
を
は
じ
め
と
す
る
政
府
要
人
と
面
談

し
た
北
岡
理
事
長
は
、
日
本
企
業
や
現
地
の

経
済
団
体
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、
製
造
業

の
生
産
現
場
で
の
作
業
を
見
直
す
「
カ
イ
ゼ

ン
」
を
通
じ
て
、
企
業
の
生
産
性
向
上
や
人
材

育
成
を
支
援
す
る
こ
と
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

次
に
訪
れ
た
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
、
昨
年
の
ミ

シ
ェ
ル
・
テ
メ
ル
大
統
領
の
就
任
後
、
外
交
・

政
治
・
経
済
の
安
定
に
向
け
た
政
策
が
次
々

と
打
ち
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
北
岡
理
事
長
は
、

エ
ル
デ
ル
・
バ
ル
バ
ー
リ
ョ
国
家
統
合
大
臣

や
マ
ル
コ
ス
・
ベ
ゼ
ー
ハ
・
ア
ボ
ッ
チ
・
ガ

ウ
ヴ
ァ
オ
ン
外
務
次
官
ら
政
府
要
人
と
面
談

し
、
国
際
場
裏
に
お
け
る
日
本
と
ブ
ラ
ジ
ル

北岡理事長が南米を初訪問 アルゼンチンやブラジルの要人と面談 01

03ネパール最大の観光都市に水道インフラを整備

02　エチオピアの女性起業家を支援
　

２
月
24
日
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
エ
チ
オ
ピ
ア
政
府

と
の
間
で
、「
女
性
起
業
家
支
援
事
業
」
を
対

象
に
55
億
円
を
限
度
と
す
る
円
借
款
貸
付
契

約
に
調
印
し
ま
し
た
。
世
界
銀
行
な
ど
と
の

協
調
融
資
事
業
で
あ
る
本
事
業
は
、
ア
フ
リ

カ
で
初
め
て
女
性
に
特
化
し
た
開
発
金
融
借

款
で
す
。

　

同
国
で
は
、
女
性
起
業
家
が
経
営
す
る
小

零
細
企
業
か
ら
の
融
資
に
対
す
る
需
要
は

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
金
融
機
関
の
資

金
不
足
な
ど
の
理
由
か
ら
、
資
金
の
借
り
入

れ
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
融
資

の
担
保
に
必
要
な
家
や
土
地
が
男
性
名
義
で

登
録
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
特
に

女
性
起
業
家
に
と
っ
て
は
融
資
の
機
会
を
得

る
こ
と
が
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

本
事
業
で
は
、
経
済
活
動
が
活
発
な
同
国

の
主
要
都
市
に
お
い
て
、
女
性
の
起
業
家
が

経
営
あ
る
い
は
共
同
経
営
す
る
企
業
に
対
し

て
、
資
金
へ
の
ア
ク
セ
ス
と
研
修
機
会
を
提

供
。
企
業
の
安
定
し
た
経
営
基
盤
の
構
築
に

貢
献
す
る
こ
と
で
、
同
国
に
お
け
る
女
性
の

社
会
的
地
位
の
向
上
や
、
事
業
拡
大
に
よ
る

収
益
の
増
加
、
そ
れ
に
新
た
な
雇
用
機
会
の

創
出
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

J
I
C
A
は
２
月
15
日
、
ネ
パ
ー
ル
政
府
と

の
間
で
「
ポ
カ
ラ
上
水
道
改
善
計
画
」
を
対
象

に
48
億
1
3
0
0
万
円
を
限
度
と
す
る
無
償
資

金
協
力
の
贈
与
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

ネ
パ
ー
ル
第
２
の
都
市
で
あ
る
ポ
カ
ラ
市

は
、
年
間
約
23
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
る
同

国
最
大
の
観
光
都
市
で
す
が
、
浄
水
場
の
未
整

備
や
配
水
管
の
老
朽
化
な
ど
が
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
適
切
な
水
質
管
理
が
な

さ
れ
て
お
ら
ず
、
半
数
以
上
の
家
庭
用
の
蛇
口

で
水
道
水
の
濁
度
が
飲
料
水
質
基
準
を
上
回

り
、
98
%
の
蛇
口
で
大
腸
菌
が
検
出
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
週
７
日
給
水
を
受
け
ら
れ
る
住

民
は
21
%
に
留
ま
り
、
23
%
も
の
住
民
が
週
１

日
し
か
給
水
が
受
け
ら
れ
な
い
状
態
で
す
。

　

本
事
業
で
は
、
ポ
カ
ラ
市
と
そ
の
周
辺
に
浄

水
施
設
や
配
水
管
な
ど
を
整
備
す
る
こ
と
で
、

対
象
地
区
に
お
け
る
給
水
水
質
の
改
善
と
週
７

日
給
水
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
同
時
に
、
水
道
管
の
更
新
や
給
水
圧

の
適
正
化
を
通
じ
た
漏
水
量
の
削
減
な
ど
に

よ
っ
て
、
同
地
区
を
管
轄
す
る
ネ
パ
ー
ル
水
道

公
社
ポ
カ
ラ
支
所
の
収
益
が
増
加
し
、
水
道
事

業
の
経
営
と
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
に
つ
な
が
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
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署名式に出席した神エチオピア事務所長（左）と
アドマス・ネベベ財務経済協力国務大臣（右）

バルバーリョ国家統合大臣から国家市民防御勲章
を受章した北岡理事長

ブラジル北部に位置するトメアス第二移住地を訪問
し、日系人と意見交換を行った

署名式の様子

の
協
力
が
重
要
で
あ
る
と
の
認
識
を
共
有
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
両
国
の
相
互
理
解
を
さ

ら
に
促
進
す
る
た
め
に
、
人
材
交
流
を
一
層

深
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
点
に
つ
い

て
合
意
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
防
災
を
主
と
す
る

J
I
C
A
の
協
力
の
成
果
に
対
し
て
、
バ
ル

バ
ー
リ
ョ
国
家
統
合
大
臣
か
ら
北
岡
理
事
長

に
国
家
市
民
防
御
勲
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
両
国
訪
問
の
も
う
一
つ
の
目
的

は
、ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
約
６
万
5
0
0
0
人
、

ブ
ラ
ジ
ル
に
約
1
9
1
万
人
が
在
住
す
る
と

い
わ
れ
る
日
系
社
会
を
訪
れ
る
こ
と
で
す
。

J
I
C
A
は
日
系
社
会
と
の
連
携
を
重
視

し
、
同
社
会
の
課
題
で
あ
る
高
齢
化
に
伴
う

医
療
・
福
祉
面
の
充
実
や
、
日
系
社
会
の
人

材
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

北
岡
理
事
長
は
、
両
国
で
J
I
C
A
の
日

系
社
会
支
援
の
現
場
視
察
や
日
系
社
会
代
表

者
と
の
懇
談
を
行
っ
た
他
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
は

日
本
人
移
民
の
移
住
地
の
一
つ
で
あ
る
ト
メ

ア
ス
第
二
移
住
地
を
訪
問
し
、
住
民
と
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
の
訪
問
を
通
じ

て
、
日
系
社
会
と
の
新
た
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
構
築
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。




